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第１章 現状と分析        -----  １ 

（１） 家庭の現状と子どもの現状      

（２） 親子のコミュニケーション          

  （あ） 子ども時代の親とのコミュニケーションとその影響 

  （い） 家族の会話頻度と精神的やすらぎの関係 

 （う） 会話の頻度と子どもの学習意欲 

（３） 福井市の現状と分析  

（あ） 核家族化との関係  

（い） 共働き家庭の影響  

（う） 育児を行う男性の働き方との関係  

  

第２章 課題         -----  9 

（１） 次世代育成を担う家庭のあるべき姿の実現に向けての課題        

（２） 課題の解決に向けての目標 

 

第３章 政策提言        -----10                         

 政策提言１ 条例の制定 

① 基本理念並びに市、親及び事業主の責務の明確化   

② 親子（０８５）の日を設定  

 政策提言２ 出張型「生活人間創造講座」の実施 

 

おわりに         ----13                           

目   次 



親子（０８５）の日を設定し、親子の触れ合う時間を確保します。 

出張型「生活人間創造講座」を実施し、父親の長時間労働を抑制します。 

基本理念、市等の責務を定め、より良い子育てを目指します。 

規範意識や道徳心、自立心が低下し、かつ、豊かな

人間関係を築くことが難しくなっている。 

家庭教育力の低下が懸念されている。 家庭の現状 

 

子どもの現状 

 

親子のコミュニケーションが子どもの健全な成長に影響を 

与えている。 
分析１ 

次世代育成を担う家庭の教育力を高めるため、 

親子のコミュニケーション時間を増やすことが必要。 
課 題 

３年間で、男性の子育て時間を現在と比べて３０分増加させる。 目 標 

子育てを行う男性の長時間労働が、親子のコミュニケーション

時間の確保を難しくしている。 
分析２ 


